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【症例】

５５歳 男性

診断名： L4/5 腰椎不安定症 、L5/S1 変形性腰椎症

数年前から腰痛を認めていたが、突然腰痛が増強した

安静時では腰痛の軽減を認めるが、動作時の腰痛は持続し
保存的治療を続け、ダーメンコルセットを着用するも、動作時
の腰痛は軽減しなかった

その為、厚さ1.5mmの軟性ポリプロピレンを使用したセミ

フレキシブル半硬性コルセットを作成し装着した所、動作時
の腰痛が軽減した
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１、腰椎不安定症に対し、セミフレキシブル半硬性コルセット
を作成し装着した所、動作時の腰痛が軽減した

２、装着して２年が経過しているが、腰椎不安定症は変わら
ず存在してるために、コルセットの装着を続けている

３、セミフレキシブル半硬性コルセットは厚さ１．５ｍｍのポリ
プロピレンを使用している

４、コルセットの利点は軽量で装着性が良いので長期間の
装着が可能である

５、欠点は夏などの高温多湿の状況では装着感が悪い

６、長期間のコルセットの装着が腰部に及ぼす影響は
今後の検討課題である
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